
平成２７年度栗東市保健対策協議会 

 

開催日時：平成２８年２月２３日（火）１３時３０分から１５時００分 

開催場所：栗東市総合福祉保健センター 研修室 

 

＜出席者＞  

会長  樋上 雅一  草津栗東医師会長 

副会長 中川 功   草津栗東守山野洲歯科医師会栗東地区 

委員  大橋 美智子 学識経験者 

    寺尾 敦史  草津保健所 

    水野 裕美  学校保健安全部会 

    吉仲 幸子  老人クラブ連合会 

    白井 文子  健康推進員連絡協議会 

    堀部 久滋  自治連合会 

    中野 ますみ 公募委員 

 

事務局 栗東市健康増進課 

 

欠席者 林 史代  学識経験者 

 

＜議事録＞ 

１．開会 

２．市民憲章唱和 

３．あいさつ 

４．委員の委嘱 

５．委員及び事務局の紹介 

  ・委員１０人中９人の出席 

６．役員の選出について 

  会 長：樋上雅一氏 

  副会長：中川功氏 

７．協議事項 

（１）平成２７年度栗東市保健衛生事業の概要について 

 

資料１ P１～７のとおり。 

  

【質疑応答】 

委 員：メタボ予防健診の実施についてどのように考えているか？少ないように思うが。 

事務局：対象の方に広く受けていただけたらと思うが、対象者がはっきりしないということもあ

り、啓発活動に力を入れていきたいと考えている。 

委 員：胃がん健診の対策はどのようにされていくのか？（胃カメラ等の導入について） 

    来年度実施していくというのは無理だとは思うが。 

事務局：まずは、体制についての検討が必要かと考えている。内容や安全面、精度管理、実施可



能人数などの問題があり、医療機関の調査をしたり近隣市との調整が必要。一市町だけ

が検討してやるという問題ではない。県からの指導もいただきたい。 

委 員：健診の受診率は出るのか？広報はどのようにしていただいているのか？実績などの公表

はしているのか？受診率が低いのなら、「こんなに低いんですよ。」という事を出しても

っと受けてもらえるように広報すればいいのかなと思う。自治会としても協力できるこ

とがあればと思う。（回覧するとかなど） 

事務局：対象者に個別通知はさせていただいている。受診者数や受診率については公表はしてい

ない。 

    広報だけでは十分ではないと思いますし、自治会の協力をいただけるのは大変心強いし

ありがたいお話だと思う。 

 委 員：栗東市は虐待はどれくらいあるのか？相談件数は？また、問題となっている所在不明の

子はいるのか？ 

 事務局：虐待件数や相談件数については手持ち資料にはないが、主管課である子育て応援課が把

握している。健康増進課は子育て応援課と連携して必要な方に対して支援を行っている。 

     所在不明の子どもの把握については、乳幼児健診を受けられていない子どもさんで目視

確認ができなかった方は現在９名。例えば栗東市に住民票はあるが外国に滞在されてい

る方であるなど、今のところ全数把握できている。 

 委 員：２４時間訪問看護事業とはどのようなものか？病院と連携しているのか？ 

 事務局：医療依存度の高い方で、医療保険や介護保険の範囲をこえても医療的な処置や看護がな

ければ生命維持や生活に支障をきたす方に対して行っているもの。市が済生会訪問看護

ステーションに委託して行っている。 

 委 員：高齢者のインフルエンザの予防接種について、負担金はどのようになっているか？ 

     市町村で違いがある。お金がないから仕方がないかもしれないが、システムとしてはわ

かるができるだけ近隣同じくらいの金額にはしてもらえないだろうか。 

 事務局：インフルエンザの負担金に関しましては、平成２６年度までは、栗東市は近隣市より高

い金額ではありましたが、今年度は医師会が同じである草津市とあわさせていただきワ

クチン代を含めた委託料の概ね３割程度の１３００円としました。しかし、今年度途中

でワクチンが３価から４価に変更になったことからワクチン代が増額になったことに伴

い、草津栗東医師会及び草津市と栗東市で協議した結果、今年度は、１３００円としま

したが来年度については再度負担金を委託料の３割という事で見直す予定である。 

 

（２）平成２８年度栗東市保健衛生事業計画について 

 

 資料１ P７～８のとおり。 

 

【質疑応答】 

委 員：（意見）子ども子育て支援事業について。母親が健康、健全であるなら子どもも健全に育

つと思っている。今は、一人ぼっちの母親が多い。より、身近な地域で母親同士が友達

を見つけることが虐待を予防することにつながるのではないかと思う。お互いに声かけ

ができればいいと思うが今はそれがない。 

より身近といえば各学区各地域だと思う。何か取り組むのであれば、ぜひ各学区に持って

きてもらえればと思う。リタイアした年代もあり、そういったボランティアをやっている



人ややりたい人もたくさんいると思う。 

（意見）治田学区でもコミセンで和室を開放している。利用者は少ないが、そのようなことも

活用していただけたらと思う。 

 事務局：今は、個別支援をしながら体制を整えていこうという段階だが是非にお力添えをいただ

けたらと思いますしそのように進めていけるようがんばりたいと思っている。よろしく

お願いします。 

委 員：健康推進員について、なり手が少ない。養成講座を受けた方がいるのであれば、ぜひ自

治会にも知らせてほしい。 

 事務局：健康推進員さんについては、２年に１回の養成講座。各自治会長さんより推薦いただい

た方に受講していただき、今年度は２８名が修了されています。修了された方はご推薦

いただいた各自治会へお知らせしています。毎年度総会もあり、地域の推進員さんへも

ご紹介させていただいています。 

 委 員：喫煙防止教室を実施していただいていますが、薬物乱用についての啓発はどのようにな

っているか？講師の紹介などもしてもらえるか？ 

 事務局：薬物乱用に関しては、小学生に対してはこの喫煙防止教室の中に盛り込んで話をしても

らっている。今後、中学生に行う場合も年齢に応じた形で盛り込んで行う予定。 

     また、学校薬剤師が薬物乱用防止教室を実施されていることが多く、直接薬剤師会と相

談していただいてもいいのかなと思う。 

８．その他 

なし。 

９．閉会 


